
ひまわりと防災
2023年10月28日
静岡地方気象台
上清直隆

ひまわり9号

ひまわり8号



ひまわりとおもな災害



はじめに



雲の観測 台風の集中監視 植物の生育状況 プランクトン(推定)の発生状況

衛星追跡風
海氷・積雪 黄砂の監視高温域検知

JAXA/EORC

ひまわりの防災利用



• ひまわりと防災
–ひまわりの概要
–観測のしくみ
–数値予報
–画像の紹介
–次のひまわり
–まとめ

本日の流れ
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気象衛星とは

惑星のまわりをまわっている天体を「衛星」といいますが、その中でも
人工衛星とは、私たち人間が色々な目的を成し遂げるために打ち
上げた、人工的に作った衛星のことです。

（引用） https://rikigaku-room.com/bannyuuinnryoku/jinnkoueiseisokudo/



JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

静止気象衛星「ひまわり９号」

軌道 静止軌道
（東経140度、赤道上空約36,000km）

「初号機」の観測開始 1978年

「9号」の観測開始 2022年

「8号」「9号」の設計寿命
観測装置：8年以上
衛星本体：15年以上

「8号」「9号」の重量
約1,300kg（本体）
約3,500kg（燃料込み）

観測データを受信

観測データ処理 利用者へ

防災気象情報
報道機関

民間事業者 等

「ひまわり８号」
（2022年12月13日「９号」と観測運用交代）

静止気象衛星「ひまわり」
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ひまわりのあゆみ
1977年7月14日、日本で初めての

静止気象衛星が米国ケネディ宇宙セ
ンターから打ち上げられ、愛称を
「ひまわり」と命名されました。

1978

GMS-3
ひまわり３号
GMS-3
ひまわり３号

運輸多目的衛星：MTSAT 
（Multi-functional Transport SATellite ）
運輸多目的衛星：MTSAT 
（Multi-functional Transport SATellite ）

2015

以降、現在運用中の
ひまわり８号・９号ま
で、観測されたデータ
はおよそ40年もの間、
防災をはじめさまざま
な分野や国々に貢献し
てきました。これから
も時代の要求に応え、
進化を続けます。

GMS ひまわり
（Geostationary  

Meteorological
Satellite）

GMS ひまわり
（Geostationary  

Meteorological
Satellite）

MTSAT-2
ひまわり７号
MTSAT-2
ひまわり７号

GMS
GMS-2

GMS-3 GMS-5
GOES-9

MTSAT-1R
MTSAT-2

1981
1984

1989
1995 2003

2005

2010

※2003年5月～2005年6月の間、米国海洋大気庁所有の
静止気象衛星GOES-9を借用し、パシフィクゴーズの名称で運用

歴代の運用気象衛星 観測期間

ひまわり GMS 1978～1981年

ひまわり ２号 GMS-2 1981～1984年

ひまわり ３号 GMS-3 1984～1989年

ひまわり ４号 GMS-4 1989～1995年

ひまわり ５号 GMS-5 1995～2003年

パシフィックゴーズ GOES-9(※) 2003～2005年

ひまわり ６号 MTSAT-1R 2005～2010年

ひまわり ７号 MTSAT-2 2010～2015年

ひまわり ８号 Himawari-8 2015年～

ひまわり ９号 Himawari-9 2022年～（予定）

GMS-4
ひまわり４号
GMS-4
ひまわり４号

GMS-5
ひまわり５号
GMS-5
ひまわり５号

GMS-2
ひまわり２号
GMS-2
ひまわり２号

－ 8－

Himawari-8

Himawari-8/9
ひまわり８号・9号
Himawari-8/9
ひまわり８号・9号

MTSAT-1R
ひまわり６号
MTSAT-1R
ひまわり６号

GMS-4



静止気象衛星と極軌道衛星



世界のひまわり －世界気象衛星観測網－
世界気象機関（WMO）による複数の静止・極軌道気象衛星で構成する全球気象衛星観測網

担当観測域

アジア・オセアニア
西太平洋地域

１

２

３

４ ５
（引用）https://public.wmo.int/en/our-mandate/what-we-do/observations/integrated-space-based-observing-system

令和4年12月13日現在1978年以降現在に至るまで「ひまわり」による長期的かつ安定的な観測を維持



11

地球半径
6,400km

極軌道衛星
800km

静止気象衛星
36,000km

月
380,000km

静止？軌道

• 静止気象衛星は、赤道上空約36,000km の静止軌道から観測
• 秒速約3kmの高速で移動しながら「静止」
• 地表に対して常に同じ場所に位置しているので同じ領域を常時観測可能

国際宇宙ステーション

400km

JAXA/NASA



周回速度
• 衛星の動力源は重力（地球の引力）
• 高度に応じた速度で運動しながら地球を周回
• 地球に近い衛星ほど高速で運動

（引用） https://rikigaku-room.com/bannyuuinnryoku/jinnkoueiseisokudo/

重力

M 地球の質量
m 衛星の質量
R 地球の半径
h 衛星の高度
V 衛星の速度



周回速度

半径R+h 速さV で円運動する衛星の加速度

質量M（地球）と m（衛星） 距離R+h に働く引力

+ ℎ = ( + ℎ)

+ ℎ
( + ℎ)

衛星の運動方程式

質量 × 加速度 ＝ 外力（地球の引力）

= + ℎ



地表面

（参考）月

約380,000km

～

～

静止気象衛星

（ひまわり等）

通信・放送衛星

極軌道気象衛星800～1,000km

400～800km 地球観測衛星

国際宇宙ステーション約400km

－ 14－

約35,800km

おもな人工衛星の高度

7.93 km/s 1時間24分

7.67 km/s 1時間33分

7.35 km/s 1時間45分

（引用）https://humans-in-space.jaxa.jp/faq/detail/000684.html

3.08 km/s 23時間56分

の10倍以上！



「ひまわり８号」は2015年７月７日に観測運用開始、2022年12月13日に待機運用。
「ひまわり９号」は2017年３月10日に待機運用開始、2022年12月13日から観測運用。

（年度） H21 H22
2010

H23 H24 H25 H26 H27
2015

H28 H29 H30 R元 R2
2020

R3 R4 R5 R6 R7
2025

R8 R9 R10 R11

ひまわり８号

ひまわり９号

衛星製作

衛星製作
一括
調達

打上げ

待機打上げ

観測 待機

観測 待機

観測寿命はそれぞれ8年以上（運用7年＋並行観測1年）

「ひまわり７号」と「ひまわり８号・９号」の観測機能比較

水平分解能の
向上

観測回数の
増加 観測画像の種類の増加

ひまわり7号

ひまわり
８号・９号

可視 1km
赤外 4km

可視 0.5～1km
赤外 2km

１時間に１回
（北半球は３０分毎）

１時間に６回
（１０分毎）

日本付近及び台風は
２．５分毎！

２倍 大幅増
赤緑青

可視光観測

１種類のため
白黒画像

３種類になり
カラー画像の
作成が可能に！

赤外線観測

大幅増

４種類

新たに近赤外線も含めて13種類に

判別が難しかった現象の観測が可能に！

８号・９号の２機体制で、
2029年度まで運用する計画

大幅な観測機能の向上

気象衛星ひまわり８号・９号について
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ひまわりのかたち

ひまわり5号
※1-4号ほぼ同じ

ひまわり7号
※6号ほぼ同じ

ひまわり8号・9号

（出典）https://www.b-sat.co.jp/broadcasting-satellite/ （出典）https://www.jaxa.jp/projects/sat/alos2/

だいち2号（出典）https://fanfun.jaxa.jp/eos/

いぶき2号

アンテナ

衛星本体

太陽電池パドル



ひまわり各部名称

※8号（9号と同じ設計）



ひまわりの大きさ

5m

ｖ
ｂ

ｖ
ｂ

ｖｂ
ｖ
ｂ

ｖ
ｂ

ひまわり（1-5号） ひまわり（6,7号） ひまわり（8,9号） 米国の気象衛星
GOES

欧州の気象衛星
METEOSAT（1st,2nd）

5号 3.5 m

6号 33 m
7号 27 m

8 m
ひと



ひまわりの重さ

ひまわり5号 ひまわり9号 ひまわり9号ひ と



ひまわりの重さ

ひまわり5号 ひまわり9号 ひまわり9号小錦関



ひまわりの観測範囲



ひまわりの観測範囲
ロシア

モンゴル

韓国

中国

（香港）

（マカオ）

ネパール

ブータン

バングラデシュ

ミャンマー

ラオス

スリランカ

タイ

ベトナム

カンボジア

マレーシア

シンガポール

インドネシア

東ティモール

フィリピン

ブルネイ

パラオ

ミクロネシア連邦

マーシャル諸島

パプアニューギニア

アメリカ

ナウル

キリバス

ソロモン諸島

ツバル

サモア

フィジー

クック諸島

トンガ

バヌアツ

ニューカレドニア（仏）

オーストラリア

ニュージーランド

「ひまわり」の観測データは、観測範囲内に位置する国々の気象機関に配信等することで、
それぞれの気象業務に有効に活用されている。

地域の国々等へのデータ提供・活用
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ひまわりの値段

約300億円



ひまわりの値段

600億円程度
人件費除くと230億円程度
国民一人あたり500円程度



ひまわりの値段

気象庁HP https://www.jma.go.jp/jma/kishou/fund/index.html



ひまわりの値段

気象庁HP https://www.jma.go.jp/jma/kishou/fund/index.html



ひまわりの値段

気象庁HP https://www.jma.go.jp/jma/kishou/fund/index.html



平成21年度 約77億円

ひまわりの値段

平成22年度 約75億円

平成23年度 約68億円
平成24年度 約71億円
平成25年度 約70億円

平成26年度 約70億円

平成27年度 約70億円

平成28年度 約70億円



• ひまわりと防災
–ひまわりの概要
–観測のしくみ
–数値予報
–画像の紹介
–次のひまわり
–まとめ

本日の流れ
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http://www.sapc.jaxa.jp/use/data_view/

地表や大気からの電磁波の放射を、宇宙から観測する (リモートセンシング)
・地球にあたった太陽光の反射
・地球からの放射

「ひまわり８・９号」の観測範囲（この中の１６波長帯）

観測波長によって物の見え方が異なる。
だからこそ16の波長帯で観測する。

観測のしくみ
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画像の種類

• 画像の種類が約3倍に
• 青、緑、赤の3つの可視域を観測することでカラー画像の作成も可能

（出典）http://www.mitsubishielectric.co.jp/society/space/satellite/observation/himawari8-9.html 三菱電機



可視画像は、地球に当たった太陽光の反射を観測。
・ 雲のあるところは反射率が高い。
・ 陸地や海は反射率が低い。
⇒ 反射率の高いところを白く作図することで、雲の領域を検出。

※夜は太陽光がないため、観測できない。

可視画像（バンド3、0.64μm）
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近赤外画像も太陽光の反射を観測。植生による反射特性が違う。
・ 可視画像では、植物・水の反射特性に違いが少ない。
（海面との差は分かりにくい。）

・ 近赤外画像では、植物のある場所からの反射が強い。
（海面との差がはっきり判別できる。）

近赤外画像（バンド4、0.86μm）可視画像（バンド3、0.64μm）

B03 B04

可視画像と近赤外画像（地上の植生）
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・地表、雲粒、大気中の気体など、
あらゆる物質は、物理の法則により、
物質の温度に応じた電磁波を放射する。
（プランクの法則）

・地表、雲粒、大気中の気体など、
あらゆる物質は、物理の法則により、
物質の温度に応じた電磁波を放射する。
（プランクの法則）

低い
少ない

温度
放射エネルギー

高い
多い

(放射輝度)

よく見る
赤外線画像

赤外画像 （赤外線センターが捉えるもの）
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温度高

温度低

上空の雲

低い雲

海面・地上

同じことを
宇宙から行う。 色のつけ方

赤外画像は、暖かいところを黒、冷たいところを白く表示。
物質の温度（～雲の高さ）がわかる。
夜間でも観測可能。

赤外画像（バンド13、10.4μm）
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観測域[km] 観測時間
[分毎]

フルディスク（全球） 撮影できる範囲全て 10

日本域
約2,000×2,000

2.5北東日本と南西日本
を合成

機動観測域
（台風発生時）

約1,000×1,000
2.5領域は可変。

台風等を観測

3種類の観測を同時並行して行う。
解像度は0.5km～2kmで、観測波長帯により異なる。
日本域と機動観測域（台風）は、2.5分毎と高頻度。

ひまわり８号・９号による観測
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衛星から見える
地球全体を
10分毎に観測

西端は、
インドやスリランカ

東端は、
ハワイ

トゥルーカラー再現画像
JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

観測の種類 フルディスク観測（10分毎）
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日本周辺を
2.5分毎に観測

JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

観測の種類 日本域観測（2.5分毎）
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南海上の台風等の観測に
重要な役割を持つ

2016/10/3 台風第18号

約1,000km×1,000km
の可変領域を2.5分毎に観測

観測の種類 機動観測（2.5分毎）
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観測のしくみ スピン衛星

1回転ごとに
1ステップずつ
北から南に

東西方向は
衛星の回転を
利用して走査



観測のしくみ 三軸制御衛星

三軸姿勢制御式の
衛星では衛星に搭載
したカメラは常に地
球を見ることができる。
スピン衛星に比べて
雑音の少ない画像が
取得できる。



ひまわりセンサ（AHI）による観測 ※AHI Advanced Himawari Imager

AHIによる10分間の観測シーケンスの概要



ひまわりセンサ（AHI）による観測

全球観測
領域観測１
領域観測２
領域観測３
（台風観測）
ランドマーク１
ランドマーク２



2015年3月31日12時（日本時間）の関東甲信・北陸・東海

新旧ひまわりの比較（水平分解能）

ひまわり７号の可視画像（解像度1km） ひまわり８号の可視画像（解像度500m）
ひまわり８号の画像では、解像度の向上により細かな雲の特徴がひまわり７号の画像に比べてはっきりと見える



新旧ひまわりの比較（時間分解能） 全球観測（可視）
ひまわり７号の可視画像（１チャンネル） ひまわり８号の可視合成画像（３チャンネル）



新旧ひまわり比較 日本領域（赤外）

全球

北半球

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北
南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

南

北

2.5分ごと1時間ごと

ひまわり７号の赤外画像（解像度4km） ひまわり８号の赤外画像（解像度2km）



機能向上（解像度＋観測頻度＋機動観測）
ひまわり7号 ひまわり8号

平成27年台風第4号



• ひまわりと防災
–ひまわりの概要
–観測のしくみ
–数値予報
–画像の紹介
–次のひまわり
–まとめ

本日の流れ

48



気象観測データの流れ



数値予報とは

• 気圧や風、気温、湿度などがどのように空間に分布しているかが分
かると、その値が少し先にどのように変化するか物理法則に基づい
て計算することができます。これを繰り返し行うことで、その未来の
状態を予測することができます。
– 大気の「シミュレーション」を行っているのです。

• コンピュータによる数値計算で将来予測を行うので「数値予報」と
言います。

シミュレーション（広辞苑）
物理的・生態的・社会的等のシステムの挙動を、これとほぼ同じ
法則に支配される他のシステムまたはコンピュータによって、模擬
すること
→ 数値予報では、物理法則に基づいて地球大気の時間変
化をコンピュータで模擬する



数値予報とは
• 地球大気を細かく分割（離散化）
• 各格子に特定の時間の気圧、気温、湿度、風（速度）など気象要素の値を割り
当て（初期値解析（データ同化））

• 物理法則に基づきその時間変化を計算（数値予報モデル）

51

未来（24時間後）の大気状態（予報値
（気圧・風・雨））

高高

高高

低低

ある時間の大気状態
（初期値（気圧・風））

高高

低低

高高

低低

F
t

tF tttt

未来の値

支配方程式

ある時刻の値
時間変化率

離散化された支配方程式

計算機上にミニチュアの
地球大気を作るイメージ



投げたボールの軌道予測

• 以下の前提条件が判っていれば、
–ボールの初期状態（速度や仰角）
–ボールに与えられる外力（重力や大気摩擦）

• 運動方程式に基づき、ボールの軌道予測は容易。
• 数値予報も基本原理は同じ

– 複雑さの違いダケ

52

sec.1

2
3

4

sec.

sec.

0

数値予報の単純なたとえ



投げたボールの軌道予測

• 以下の前提条件が判っていれば
–ボールの初期状態（速度や仰角）
–ボールに与えられる外力（重力や大気摩擦）

• 運動方程式に基づき、ボールの軌道予測は容易
• 数値予報も基本原理は同じ

–複雑さの違いダケ
• 逆に前提条件が間違えば軌道予測は失敗する

–初期状態が間違っていてもだめ
–外力や運動方程式が間違っていてもだめ53

sec.1

2
3

4

sec.

sec.

0

数値予報の単純なたとえ
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数値予報作成の流れ

観 測
（地上・高層・衛星観測等）

観測データの取得・デコード

観測データの品質管理

予測計算

応用処理・予測プロダクト作成

天気予報
（人間による判断・修正）

客観解析

世界中で観測されたデータを収集し、数値予報で
利用可能な形式に変換

観測データの品質を確認し、誤差の大きいデータ
の除去・補正

データ同化システムを用いて、観測データに基く
精度の高い初期値を作成

数値予報モデルを用いて、将来の状態を表す
各種物理量の予測値を算出

数値予報モデルによる予測結果の補正を行うとともに、
予報作業に必要な情報への翻訳・可視化

スーパーコンピュータを利用して、
一連の処理を高速且つ確実に行う

評価・検証の継続的な実施や予測
特性のユーザーへの説明も重要

数値予報の流れ

解析

数
値
予
報
シ
ス
テ
ム



数値予報で利用している観測

令和元年度リモートセンシング観測研修 55 55

リモートセンシング 遠隔観測 疑似観測

静止軌道
衛星

METEOSAT
(image: © ESA)

低軌道衛星

直接観測

高層観測（写真：気象庁HP）

航空機観測（写真：YS提供）

ブイ観測
（写真：気象庁HP）

海上観測（写真：気象庁HP）

地上観測
（写真：仙台管区HP）

ウィンドプロファイラ
（写真：東京管区HP）

（ドップラー）レーダー
（写真：大阪管区HP）

GNSS受信機
（写真：観測部提供）

台風ボーガス

Metop
(image: © ESA)NOAA

(image: © NOAA)

DMSP（image: ©NASA ）

現業衛星

Aqua
（image: ©NASA ）

COSMIC
(image: ©UCAR

TerraSAR-X
TanDEM-X
image: ©EADS

Astrium.

GCOM-W1「しずく」

（image: ©JAXA ）

Terra
（image: ©NASA ）

地球観測衛星 GNSS掩蔽衛星

Megha-Tropiques

（image: ©CNES）

ひまわり（画像：気象庁HP）

GPM主衛星

（image: ©JAXA ）

Suomi-NPP
(image: © NOAA)

GOES(image: © NOAA)

FY-3(image:©CMA)

Coriolis
（image: ©NRL ）



http://www.sapc.jaxa.jp/use/data_view/

地表や大気からの電磁波の放射を、宇宙から観測する (リモートセンシング)
・地球にあたった太陽光の反射
・地球からの放射

「ひまわり８・９号」の観測範囲（この中の１６波長帯）

観測波長によって物の見え方が異なる。
だからこそ16の波長帯で観測する。

数値予報で利用する衛星データ
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数値予報

数値予報で利用



北半球500hPa高度の5日予報RMSE経年変化

57

（1995年1月-2022年2月、前12か月移動平均）

気象庁の全球数値予報システムの主な変更点（緑：モデル物理過程、
黒：モデル力学過程・解像度、紫：データ同化システム、青：新たに同化
されたデータ等）とその時期を矢印で示す

衛星観測データの同化
4次元変分法データ同化
手法の導入で継続的な
精度向上

点線は
2.5度格子で
検証した旧検証。

実線はWMOで
仕様を統一し
1.5度格子で
検証した新検証。

数値予報の発展と衛星データ



数値予報いつから

1955年、米国気象局はコンピュータ（IBM701）を導入し、数値予報を実用化しました。
その4年後の1959年に日本の気象庁でもIBM704を導入し、アメリカに次いで数値予
報を開始しました。IBM704は日本政府が行政用に導入した初めてのコンピュータで、
導入当時は大きな話題となりました。



スーパーコンピューター
複雑で膨大なデータを処理するためには
市販のパーソナルコンピュータなどよりも
はるかに高速な計算機が必要

（左）スーパーコンピュータ 主系 （右） 副系

PS5の1,800台分
Switchの45,000台分



• ひまわりと防災
–ひまわりの概要
–観測のしくみ
–数値予報
–画像の紹介
–次のひまわり
–まとめ

本日の流れ

60



• 何種類もの画像を比較するには時間が
かかる
↓

• RGB合成画像
– 波長と物質がもつ特性を利用して、複数画

像の情報を１枚の画像に取り込む手法。

RGBと光の三原色

一枚の画像を見るだけで、複数の画像
を見比べることと同じ効果がある。

赤 Red 緑 Green 青 Blue

RGB合成画像の紹介
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ひまわり8号・9号は16種類の画像！



夜間雲判別
（雲の種類）

日中雲判別
（雲の種類）日中自然色（水滴と氷）

日中雪・霧 （霧）

対流雲（発達した雲）

ダスト （黄砂）
気団判別（暖気/寒気）

雲の種類等の判別に有用な
いくつものRGB合成画像

トゥルーカラー画像

RGB合成画像の例
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植物の生育状況にあわせて、見え方が変化。
紅葉の進み具合も把握できる。

9月19日 10月22日 11月25日
（2018年）

紅葉 （植物の生育状況）
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日本に飛来する黄砂の監視

JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

黄砂 2018年3月29日
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森林火災による煙の検知

JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

森林火災 2018年4月27日
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福徳岡ノ場の噴火
（硫黄島の南に位置する海底火山） JMA,NOAA/NESDIS,CSU/CIRA

噴火・火山灰 2021年8月13日～
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噴火の最初の検知は
「気象衛星ひまわり」



プランクトン（推定）の
発生状況も見える。

JMA, NOAA/NESDIS, CSU/CIRA

海のプランクトン（推定）
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• 気象庁ホームページに掲載
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/db/kaikyo/daily/himawarisst.html

• 事業者向けにデータファイルを配信（気象業務支援センター）
0.02度メッシュ
毎日2回更新

海面水温 （静止気象ひまわりによる海面水温画像）
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• 複数観測時刻のデータを合成することで、
移動する雲の影響を除去

• 台風の発達に関連する海面水温の情報
• 好漁場の検出にも活用



海氷解析図（1月30日）

水色の領域は、氷を示す
（海氷・地上の積雪・上空の氷雲）

海氷の分布を把握

海氷 2019年1月30日
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１月１５日 ２月２２日 ３月２５日

４月２０日 ５月２５日
地理院地図 色別標高図 (https://maps.gsi.go.jp)

積雪 2018年1月～5月
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北富士演習場の「火入れ」

大規模な火災は、「ひまわり」からも観測可能

高温域（火災検知） 2018年4月8日
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https://www.eorc.jaxa.jp/ptree/index_j.html

「ひまわり」の観測データから、
日射量の推定も行われている。

日射量の推定
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https://www.data.jma.go.jp/sat_info/himawari/image.html

「ひまわり」で観測した様々な
事例の画像を掲載しています！

観測画像の紹介コンテンツ（気象庁ホームページ）

73

観測画像の紹介
で検索できます！



衛星（追跡）風 Atmospheric Motion Vector

Xにあった雲が次の時間↓に移動 移動距離÷時間間隔＝移動速度



衛星（追跡）風



• ひまわりと防災
–ひまわりの概要
–観測のしくみ
–数値予報
–画像の紹介
–次のひまわり
–まとめ

本日の流れ
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次のひまわり



次のひまわり



次のひまわり



次のひまわり



次のひまわり



まとめ

• 気象衛星ひまわりは24時間日本上空の雲の動き等を監視しています
• 雲や水蒸気の動きを把握することは日々の天気予報に不可欠です
• 高頻度観測により大雨や大雪の原因となる積乱雲の動向を監視します
• 海洋上は観測点が少なく、台風監視には大きな役割を果たしています
• 黄砂（健康や交通への影響）、海氷（船舶航行）、霧（視程）など

も監視することができます
• 航空機の運航に影響する山岳波や砂塵嵐の情報を提供しています
• ひまわりのデータは数値予報の初期値作成に利用されており、注意報や

警報など防災気象情報のもとになる天気予報に貢献しています
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ご清聴ありがとうございました。

ひまわり９号の初画像
2017年1月24日11時40分
（日本時間）

トゥルーカラー再現画像
This imagery was developed on the basis of collaboration between the JMA Meteorological 
Satellite Center and the NOAA/NESDIS GOES-R Algorithm Working Group imagery team.


